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２
０
１
３
年
４
月
30
日
、
４
月
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会　

飯
田
編
集
長

・
４
月
16
日
に
編
集
会
議
を
開
催
し
た
。

７
月
号
と
８
月
号
は
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

の
発
表
と
詳
報
の
た
め
、
時
間
的
な
余

裕
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
半
年
分
の

企
画
を
話
し
合
っ
た
。
４
月
号
か
ら
連

載
が
新
し
く
な
っ
て
デ
ザ
イ
ン
の
微
調

整
な
ど
を
行
っ
て
少
し
落
ち
着
き
、
編

集
委
員
会
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
の
方
向

性
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
と
こ
ろ
で
、
理
事
の
皆
さ
ん

も
感
想
ご
意
見
が
あ
れ
ば
い
た
だ
き
た

い
。

・
７
月
号
の
特
集
は
「
決
定
！
第
50
回

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
」。
表
紙
は
新
垣
結

衣
さ
ん
。
ザ・パ
ー
ソ
ン
は
松
永
真
さ
ん
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会　

藤
久
委
員
長

〈
テ
レ
ビ
委
員
会
〉		

丹
羽
委
員
長

・
４
月
22
日
に
選
考
会
を
開
催
し
て
第

50
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
入
賞
作
品
を
決

定
し
た
。
特
別
賞
は「
タ
モ
リ
倶
楽
部
」。

30
年
続
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
機
会
に

特
別
賞
に
選
出
し
た
。
個
人
賞
は
堺
雅

人
さ
ん
に
決
ま
っ
た
。

〈
ラ
ジ
オ
委
員
会
〉	

桜
井
委
員
長

・
４
月
10
日
に
定
例
会
を
開
催
し
た
。

聴
取
し
た
の
は
エ
フ
エ
ム
新
潟
の
「
Ｓ

Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ　
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
」
で
少
し

構
成
に
工
夫
が
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出

た
。

・
４
月
24
日
に
最
終
選
考
会
を
開
催
し

て
入
賞
作
品
を
決
定
し
た
。
今
後
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
ラ
ジ
オ
制
作
者
も
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
と
し
て
「
小
沢

昭
一
さ
ん
追
悼
番
組
」
を
特
別
賞
に
選

出
し
た
。
Ｄ
Ｊ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
賞
は

ピ
ー
タ
ー
・
バ
ラ
カ
ン
さ
ん
に
決
ま
っ

た
。
最
終
選
考
会
は
深
夜
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

・
今
回
ラ
ジ
オ
部
門
に
特
別
賞
を
設
け

る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

→
理
事
会
と
し
て
了
承
。

〈
Ｃ
Ｍ
委
員
会
〉		

五
井
委
員
長

・
４
月
18
日
に
定
例
会
を
開
催
し
た
。

・
４
月
23
日
に
選
考
会
を
開
催
し
て
入

賞
作
品
を
決
定
し
た
。
今
年
は
小
粒
で

票
が
割
れ
た
。
シ
リ
ー
ズ
作
品
が
多
い

の
で
、
本
数
制
限
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
。
今
後
、
委
員
会
で
議
論
し
て
い
く
。

〈
報
道
活
動
委
員
会
〉		

鈴
木
委
員
長

・
４
月
20
日
に
選
考
会
を
開
催
し
て
入

賞
作
品
を
決
定
し
た
。
今
年
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
参
加
が
多
か
っ
た
。

・
今
年
も
「
制
作
者
と
語
る
会
」
を
開

催
す
る
予
定
だ
が
、
具
体
的
な
こ
と
は

こ
れ
か
ら
決
定
す
る
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

中
島
事
務
局
長　

・
３
月
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

決
算
は
約
28
万
円
の
黒
字
だ
っ
た
。
前

年
よ
り
も
参
加
者
は
増
え
た
が
、
地
方

か
ら
の
講
師
に
交
通
費
を
払
っ
た
こ
と

で
若
干
黒
字
が
少
な
く
な
っ
た
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
年
間
グ
ラ
ン
プ
リ
の
投
票
が
４
月
24

第
　
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

入
賞
作
品
決
定

︱
４
月
理
事
会
報
告
︱

50
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日
か
ら
始
ま
っ
た
。
締
め
切
り
は
５
月
13

日
で
、
39
本
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
か
ら
５

本
を
選
ん
で
投
票
し
て
も
ら
う
。

２
．
50
周
年
委
員
会
報
告

藤
田
委
員
長

50
周
年
事
業
は
２
０
１
２
年
度
と
２
０
１

３
年
度
の
予
算
で
進
め
て
い
る
が
、
事
業

の
途
中
経
過
を
報
告
す
る
。
記
念
式
典
６

８
０
万
円
、
記
念
出
版
９
５
０
万
円
、
ト

ロ
フ
ィ
ー
８
０
５
万
円
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

２
４
０
万
円
、
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
７

４
０
万
円
、
50
年
史
２
８
０
万
円
で
、
総

予
算
と
し
て
は
３
６
９
５
万
円
。
２
０
１

２
年
度
は
１
４
３
５
万
円
、
２
０
１
３
年

度
は
２
２
６
０
万
円
の
支
払
い
見
込
み
と

な
る
。
５
０
０
万
円
は
積
立
だ
が
、
そ
れ

以
外
は
志
賀
基
金
か
ら
支
出
す
る
。
承
認

を
お
願
い
し
た
い
。
→
了
承
。

①
50
周
年
記
念
式
典　

橋
本
専
務
理
事

嶋
田
理
事
、
入
江
理
事

記
念
式
典
の
冒
頭
に
紹
介
す
る
会
の
歴
史

は
10
分
程
度
に
な
っ
た
。

・
前
回
の
理
事
会
で
は
30
分
程
度
の
も
の

を
制
作
予
定
と
し
て
い
た
が
、
と
に
か
く

昔
の
こ
と
を
掘
り
起
こ
し
て
、
で
き
る
だ

け
映
像
化
す
る
、
証
言
を
取
る
な
ど
し
て

い
る
。

・
会
の
歴
史
を
知
る
野
崎
茂
さ
ん
や
松
尾

羊
一
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
、
手
間

ひ
ま
か
け
て
作
っ
て
い
る
。
約
40
分
に
な

る
予
定
だ
が
、
式
典
で
上
映
す
る
の
は
初

期
の
部
分
に
な
る
。

・
贈
賞
式
の
司
会
は
赤
坂
泰
彦
さ
ん
と
水

野
晶
子
さ
ん
に
決
ま
っ
た
。

②
50
周
年
記
念
出
版　

藤
田
委
員
長

２
０
０
０
部
印
刷
し
て
、
１
５
０
０
部
寄

贈
、
５
０
０
部
市
販
の
予
定
。
５
月
25
日

に
完
成
の
予
定
。

滝
野
理
事
よ
り
電
子
版
の
作
成
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
。
→
今
後
検
討
。

③
ト
ロ
フ
ィ
ー　

橋
本
専
務
理
事

試
作
品
を
微
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
松
永
真
さ
ん
に
４
セ
ッ
ト

贈
呈
す
る
。

④
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

川
喜
田
理
事

６
月
３
日
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
作
成
中
だ

が
、
バ
グ
が
多
い
の
で
、
現
在
調
整
中
。

第
50
回
の
作
品
の
反
映
は
発
表
か
ら
１
か

月
後
を
予
定
し
て
い
る
。

⑤
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト　

橋
本
専
務
理

事　

藤
田
委
員
長

チ
ラ
シ
の
印
刷
が
出
来
上
が
っ
た
。
５
月

10
日
か
ら
申
し
込
み
受
付
を
始
め
る
。

一
部
の
イ
ベ
ン
ト
の
講
師
の
宿
泊
先
は
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
の
予
定
。

３
．
そ
の
他

入
会

陶
山
賢
治
さ
ん

退
会

三
浦
辰
治
さ
ん

次
回
以
降
の
理
事
会

５
月
23
日（
木
）

６
月
16
日（
日
）

７
月
24
日（
水
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
上
滝
徹
也
、

小
田
桐
誠
、
藤
田
真
文
、
飯
田
み
か
、
藤

久
ミ
ネ
、
丹
羽
美
之
、
桜
井
聖
子
、
五
井

千
鶴
子
、
鈴
木
嘉
一
、
滝
野
俊
一
、
入
江

た
の
し
、
川
喜
田
尚
、
坂
本
衛
、
嶋
田
親

一
、
中
町
綾
子
、
稗
田
政
憲
、
中
島
好
登

会
議
記
録

［
４
月
］

	

1
日�

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

	

10
日�

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

	

16
日�

出
版
編
集
委
員
会

	

19
日�

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

	

30
日�

理
事
会



　

２
０
１
３
年
５
月
23
日
、
５
月
理
事
会

が
開
催
さ
れ
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会　

飯
田
編
集
長

・
２
０
１
３
年
７
月
号
は
校
正
作
業
は
本

日
終
了
し
た
。

・
５
月
14
日
に
編
集
委
員
会
を
開
催
し
て

10
月
号
の
特
集
は
「
地
デ
ジ
化
は
成
功
だ

っ
た
の
か
」に
決
ま
っ
た
。

・
８
月
号
の
特
集
は
「
続
報
！
第
50
回
ギ

ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
」。
表
紙
は
北
村
有
起
哉

さ
ん
。
ザ
・
パ
ー
ソ
ン
は
藤
田
潔
さ
ん
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会　

藤
久
委
員
長

〈
テ
レ
ビ
委
員
会
〉		

丹
羽
委
員
長

・
大
賞
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル　

追
跡　

復
興
予
算
19
兆
円
」。
優
秀
賞
は
「
標
的

の
村
」「
池
上
彰
の
総
選
挙
ラ
イ
ブ
」「
特

集
ド
ラ
マ　

ラ
ジ
オ
」。

・
５
月
２
日
に
４
月
度
の
月
評
会
を
開
催

し
た
。
４
本
の
月
間
賞
に
つ
い
て
の
説
明
。

５
月
度
の
月
評
会
は
31
日
に
開
催
す
る
。

〈
ラ
ジ
オ
委
員
会
〉	

桜
井
委
員
長

・
大
賞
は
「
日
々
感
謝
。
ヒ
ビ
カ
ン
」。

優
秀
賞
は
「
40
才
の
タ
ン
カ
ー
ユ
ー
エ
ー
」

「
橋
爪
功
ひ
と
り
芝
居　

お
と
こ
の
は
な

し
」「
原
発
作
業
員
が
語
る
２
年
」。

・
５
月
の
定
例
会
は
27
日
に
開
催
す
る
。

〈
Ｃ
Ｍ
委
員
会
〉		

五
井
委
員
長

・
大
賞
は
本
田
技
研
工
業
「
負
け
る
も
ん

か
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
篇
）」。
優
秀
賞
は
赤
城

乳
業
「
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
」、
東
海

テ
レ
ビ
放
送
「
交
通
事
故
で
、
死
な
な
い
。

死
な
せ
な
い
。」。

・
20
日
に
定
例
会
を
開
催
し
た
。

〈
報
道
活
動
委
員
会
〉		
鈴
木
委
員
長

大
賞
は
「
太
平
洋
核
実
験
被
害
の
真
実
を

伝
え
る『
放
射
線
を
浴
び
た
Ｘ
年
後
』
映

画
自
主
上
映
を
含
む
報
道
活
動
」。
優
秀

賞
は「
復
帰
を
知
る
」「
南
相
馬
市
小
高
区

の
農
地
復
旧
に
お
け
る
一
連
の
報
道
」。

（
選
考
、
作
品
内
容
の
詳
細
は
「
Ｇ
Ａ
Ｌ

Ａ
Ｃ
」７
月
号
に
掲
載
）

◇
企
画
事
業
委
員
会　

碓
井
委
員
長

特
に
活
動
は
な
し
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

年
間
グ
ラ
ン
プ
リ
が
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
「
鍵

の
か
か
っ
た
部
屋
」
に
決
ま
り
、
本
日
発

表
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
も
決
ま
っ
た
が
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
員
は
５
月
12
日
現
在
６
１
８
５

名
で
、
投
票
は
３
０
０
０
弱
の
投
票
だ
っ

た
。
ベ
ス
ト
テ
ン
は
す
べ
て
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

関
連
の
番
組
だ
っ
た
。

２
．
50
周
年
委
員
会
報
告

藤
田
委
員
長

①
50
周
年
記
念
式
典　

橋
本
専
務
理
事

演
出
担
当
の
嶋
田
理
事
か
ら
昨
日
入
院
し

た
の
で
、
後
任
を
日
本
国
際
賞
の
演
出
を

し
て
い
る
奥
田
保
さ
ん
に
依
頼
し
た
い
と

電
話
が
あ
っ
た
。
承
認
し
て
ほ
し
い
。
→

了
承
。

明
日
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
で
奥
田
さ
ん

を
含
め
て
演
出
関
係
者
の
打
ち
合
わ
せ
す

る
予
定
。

当
日
は
山
田
太
一
さ
ん
は
八
千
草
薫
さ
ん
、

Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
久
米
明
さ
ん
、

テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
は
永
六
輔
さ
ん
が

ゲ
ス
ト
に
決
ま
っ
た
。

3

第
　
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

贈
賞
式
開
催
迫
る

︱
５
月
理
事
会
報
告
︱

50
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②
50
周
年
記
念
出
版　

藤
田
委
員
長

見
本
が
本
日
完
成
し
て
、
納
品
さ
れ
た
。

③
ト
ロ
フ
ィ
ー　

中
島
事
務
局
長
と
稲
田
雅
子
さ
ん
が
９
日

に
高
岡
へ
検
品
に
行
っ
た
。
ト
ロ
フ
ィ
ー

の
納
品
は
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
当
日
の
予
定
。

④
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

中
島
事
務
局
長

仮
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
の
で
、
ア
ク
セ
ス

し
て
意
見
を
く
だ
さ
い
。

⑤
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト　

橋
本
専
務
理

事　

藤
田
委
員
長

５
月
10
日
か
ら
申
し
込
み
が
始
ま
っ
た
が
、

集
客
が
思
っ
た
ほ
ど
伸
び
て
い
な
い
の
で
、

理
事
の
方
々
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

上
滝
理
事
よ
り
、
学
生
を
集
め
た
ほ
う
が

良
け
れ
ば
集
め
ま
す
と
の
申
し
出
が
あ
る
。

各
部
門
委
員
長
は
情
報
を
共
有
す
る
た
め

６
月
上
旬
に
会
議
を
開
く
予
定
。

３
．
第
50
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式

中
島
事
務
局
長

29
日
に
ホ
テ
ル
で
台
本
読
み
合
わ
せ
と
演

出
会
議
を
行
う
。
ま
た
、
受
賞
者
も
ほ
ぼ

決
ま
っ
た
。

当
日
の
ス
タ
ッ
フ
は
受
付
は
外
部
の
会
社

に
委
託
す
る
。
受
付
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
を

正
会
員
を
中
心
に
構
成
す
る
。
今
年
は
地

下
２
階
が
全
て
会
場
と
な
り
、
地
下
１
階

が
控
え
室
、
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
に
な
る
。

志
賀
信
夫
賞
の
藤
田
潔
さ
ん
は
中
嶋
常
幸

さ
ん
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
調
査
情
報
」
は
沢
木
耕

太
郎
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
に
決
ま
っ
た
。

４
．
そ
の
他

退
会

丸
茂
巧
さ
ん

次
回
以
降
の
理
事
会

６
月
16
日（
日
）

７
月
24
日（
水
）

９
月
24
日（
火
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
上
滝
徹
也
、

藤
田
真
文
、
飯
田
み
か
、
藤
久
ミ
ネ
、
碓

井
広
義
、
丹
羽
美
之
、
桜
井
聖
子
、
五
井

千
鶴
子
、
鈴
木
嘉
一
、
滝
野
俊
一
、
小
林

毅
、
坂
本
衛
、
田
中
早
苗
、
中
町
綾
子
、

稗
田
政
憲
、
中
島
好
登

会
議
記
録

［
５
月
］

	

２
日�

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

	

14
日�

出
版
編
集
委
員
会

	

20
日�

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

	

23
日�
理
事
会

	

27
日�

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

	

31
日�

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

放
送
現
場
の
後
輩
た
ち
へ
エ
ー
ル
を
！	
�

陶
山
賢
治

　

思
え
ば
、
い
い
時
代
だ
っ
た
。
証
券
会

社
に
電
機
メ
ー
カ
ー
、
銀
行
な
ど
に
内
定

し
て
い
た
の
に
、
全
国
紙
の
記
者
を
選
ん

だ
の
は
、
初
任
給
が
少
し
だ
け
高
か
っ
た

か
ら
。
そ
れ
で
も
、
あ
の
時
代
、「
地
方

版
を
解
放
区
に
！
」
と
、
随
分
、
肩
肘
張

っ
て
駆
け
ま
わ
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す

る
。

　

40
代
で
放
送
に
転
じ
、
活
字
と
電
波
の

懸
隔
に
驚
い
た
。
自
由
闊
達
に
見
え
て
い

た
放
送
界
が
、
意
外
に
コ
ン
サ
バ
で
あ
る

こ
と
、
内
向
き
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
日
暮

ら
し
で
あ
る
こ
と
…
等
々
。

　

い
つ
の
間
に
か
、
そ
の
世
界
に
慣
れ
て

し
ま
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
居
心
地
は

悪
く
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
昨

今
の
記
者
た
ち
の
「
伝
え
る
こ
と
」
へ
の

執
着
の
な
さ
に
は
、
溜
息
を
つ
く
し
か
な

い
。
言
葉
が
ど
こ
ま
で
も
軽
く
な
り
、
追

従
笑
い
の
よ
う
な
記
者
た
ち
の
表
情
が
透

け
て
見
え
て
し
ま
う
。橋
下
な
ん
ぞ
に「
誤

報
の
せ
い
」
と
連
発
さ
れ
て
、
悔
し
く
は

な
い
の
か
、
と
思
う
。

　

放
送
の
後
輩
た
ち
へ
エ
ー
ル
を
送
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
と
願
っ
て
い
る
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介


